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この地質図幅は，北海道総合開発の一環と

して，北海道開発庁の委託により実施したも

のを，北海道においてとりまとめたものであ

る.

昭和56年 7 月

北海道
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tましヵ:き

この図幅および説明書は，昭和47年から同50年にかけて行った野外調査の結果を取

りまとめたものである.

当図幅地域の調査研究は，これまでにほとんど行われていない.わずかに図幅西縁

部地域の先第三紀深成岩類と，それらに関係する鉱床調査が行われているにすぎず，

道内で、も地質調査が比較的遅れていた地域で、ある.

野外調査では，サクルー川・渚滑川流域の先第三系を紺谷が，残りの地域を松波が

担当した.野外調査の一部について，北海道大学理学部中村耕二氏，道立地下資源、調

査所長谷川潔氏，松井公平氏の御協力を得た.

調査結果の取りまとめに当っては，先第三系を紺谷が行い，全体の取りまとめは松

波が行った.先第三紀深成岩類については，金 0963. 1964) の詳細な研究があり，

取りまとめに当って参考にさせていただいた.特に，記載については金の報告による

所が多い.また，中村耕二氏，道立地下資源調査所松下勝秀氏，長谷川潔氏，岡孝

雄氏，田近淳氏には，取りまとめの際，有益な御討議を頂いた.道立地下資源調査所

藤原哲夫氏には，金銀鉱床に関する貴重な資料を頂いた.報告に先だち，上記の方々

に厚くお礼申し上げる.

I 位置および交通

渚滑岳図幅は北緯 44°0' ，-.，.， 44°10り東経 142°45' ，-.，.， 143°0' の範囲を占める地域であ

る.行政的には，図幅中央部の稜線部を境とし，東半部は網走支庁管内滝上町に属

*)北海道大学理学部



し，西半部は上川支庁管内朝日町，一部下川町に属している.

図幅地域の集落は東縁部の渚滑川沿いに，わずかに点在しているにすぎず，中央部

から西部にかけて人家は全く存在しない.

交通は，図幅中央部を横断して，主要道道士別一滝の上線が通じている.また，渚

滑川沿いに国道 273 号線が通じている.そのほか，営林署などにより主要河川沿いに

林道が敷設されており，河川の源流域を除いて，道路の発達は比較的良い.

E 地形

本図幅地域は，大部分が山地からなっており，渚滑川，似峡川沿いにわずかに平坦

面が発達しているにすぎない.図幅中央部を縦断する高度700"-'1 ， 300mの稜線を境と

し東側に発達する河川は，オホーツク海に注ぐ渚滑川水系に，西側に発達する河川

は，日本海に注ぐ天塩川水系に属する.すなわち，この稜線は北海道北部における日

本海とオホーツク海水系を分ける分水嶺の一部を形成している.

図幅中央部の山稜(第 1 図⑫〉は，分水嶺の方向にしめされるように，全体として

NNW-SSE 方向をとるが，そのなかに NE-SW 方向の起伏が発達している.この山

稜は新第三系から構成されているが，岩質によって水系の発達状況が異なっている.

すなわち，堆積岩が分布する地域では，樹枝状の比較的複雑な水系をしめすのに対し

て，火山噴出物(主として溶結凝灰岩〉が分布する稜線部は，丘陵状のなだらかな起

伏をもち，比較的単純な水系をしめしている.

本図幅地域で分水嶺を形成する山稜(第 1 図⑫)は，先にのベたように，新第三系

より構成されている.この分水嶺は，図幅地域北縁部で約 3km東方にずれ，再び NN

W-SSE 方向をとり西興部図幅地域に連なる.西興部地域の分水嶺は，高度700'"'-'1 ， 1

OOmの急峻な山稜を形成する(第 l 図@)この山稜は地質的に先第三紀堆積岩によっ

て構成される地望地形を形成しているとみられている.この地塁地形の南方延長は，

本図幅地域には発達せず，代って新第三系より構成される山地が発達する.

一方，本図幅の北隣り西興部図幅地域では，名寄川沿いに南北方向の明瞭な断層谷

(第 1 図®)が形成されている.西興部図幅地域で名寄)11沿いに観察される破砕され

た粘板岩の南方延長は，本地域では新第三系でおおわれるため.ほとんど露出しな

い.しかし，地形的にこの断層谷の南方延長に相当する似峡川流域に，同方向の凹地

- 2 ー



第 1 図切峯面図〈西興部・渚滑岳図幅地域〉
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が認められる(第 1 図⑮).また，名寄川にみられる東西から南北への河川の屈曲が，

似峡川にも同様に認められる.

渚滑川水系の流域には，比高30"'40m， 20"'30m , 10m前後の 3 段の河岸段丘地形

がみられる.このうち，最も高位のものはや斗解析されており，若干の起伏が認めら

れる.天塩川水系には，比高30----40m ， 10m前後の 2 段の段丘地形がみられる.高位

のものはや斗解析された平坦.面を形成している.

また.似峡川流域に南北約 3 lan，東西約1. 5lan の凹地状の特異な地形が存在する

〈第 1 図⑬).この凹地は，先にのベたように，名寄川沿いの構造帯の南方延長上に

位置している.この凹地の西半分は，や斗解析された平坦面を形成している.この面

は高度的に天塩川水系の高位の段丘面に対応するとみられる.

そのほか，渚滑川水系の河岸段丘と山地との境界部に崖錐堆積物によって形成され

た緩斜面がみられる.

皿地質概説

渚滑岳図幅地域の地質構成は，第 1 表にしめしたとおりである.構成岩層は大別す

ると， 1) この地域の基盤岩層を構成する先第三紀堆積岩類， 2) 下部で火山砕屑岩

・火山噴出物，中部で非火山性砕屑岩，上部で火山噴出物を主体とする新第三紀層，

3)これらの地層を貫く先第三紀から新第三紀にかけての没入岩類， 4) 各種堆積物

よりなる第四紀層に区分することができる.

先第三紀堆積岩類は，図幅地域の北部・東部に分布し，千枚岩・粘板岩・砂岩・輝

緑岩質凝天岩などより構成されている.従来，日高累層群として一括されることが多

かったが，本図幅北隣りの西興部図幅において，下位よりウエンシリ層・サクノレ一

層・札滑層・上興部層・東興層・中興部層の 6 層に区分されている.本報告において

も，地層の連続性からこの層序に従っている.本地域では，このうち，ウェンシリ層

・サクルー層・札滑層の下部 3 層のみが分布する.これらの先第三紀層は，図幅東部

地域では一般にNNW-SSE方向，北西部地域で NE-SW 方向の走向をしめし，構造

的に著しい相違がみられる.

新第三紀層は，図幅中央部から南西部にかけて分布し，東・北・西の 3 方を先第三

紀層にとりかこまれたような分布形態をとっている.先第三紀層とは，一部不整合関

-4-



第 1 表地質総括表

時代 層 序 模式柱状 記号 岩 本目 火成活動

現 現河床堆積物 援l%護鋭祭的器CAl
磯・砂・粘土

第
世 崖錐堆積物 Ta 機・砂

四 更 第 3 段丘堆積物 lzah-R••3F・・.ー'0・e.-'，.J-aE・・-・ー..')・・..・ -‘ a一r,", T3 磯・砂・粘土

来己
新 第 2 段丘堆積物 ・1・!‘1--v-tre.-・.r,...--.:・・7・ 申0・・・ e 山f・・.~ヲ・ ・N・川も・ '・・・向・・・・ 。U凡o· 出a-。~e.--dV-.-. t，.町、 M~。..pf-L T2 磯・砂・粘土

世 第 1 段丘堆積物 Tl 磯・砂・粘土

鮮 柵留山火山噴出物
ty
v
tYty可

y
tytYty

可y

ty
ty
ty
v Sv 向閃石k. i輝石普通輝石

新 新 於火山鬼 l噴頭出岳物 I 二火山子噴出森 物 ハUηI

ー
IFv

しそ輝石普通輝石安岩 山岩 安山岩活動

世
八八

溶岩・同質火山角礁A 八 A

安山岩溶岩
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
v
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fZf4
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5持手 磯岩・砂岩・シルト岩

峡層 変磯質岩安相山/岩タ・醤「灰角
Nc

/病二
変質安山岩溶岩・同質

凝灰角磯岩・砂質凝灰岩 l寺

E目石山←襲浩玄安紬武山岩岩貫活入動ヲ三新 警措結
メ;

石.同英安質結山岩品質質凝溶結灰岩凝灰岩

含異質磯石英安山岩質

凝灰角磯岩

世

モセカルシユ中川周イ 中喜女子高奥山山制出品閣倒-. 陣\
師 創刊 v

孟

Zぽ竺
ι

ト3bζιaι書4
猿P、記Fb戸F日

l5丸
h

t子
:

変質安山磯岩凝溶灰岩岩・・含同異質質紀 磯火山

•I
安山~胡

凝灰角磯岩

砂岩・粘板岩
斑れい岩・閃緑スの岩形遜成入
ホルン 7エル

札滑層
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先
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Sd
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-
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......，丸 山笥
e
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s ‘ ιL ・‘
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一
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係にあるが，大部分断層で接している.中新世の地層は，下位より安山岩質火山噴出

物を主体とするそセカノレシュナイ川層，石英安山岩質火山噴出物を主体とする渚滑岳

溶結凝灰岩，非火山性砕屑岩を主体とする似峡層に大きく 3 分される.最上部には安

山岩溶岩が図幅南縁部にわずかに分布する.これらの地層からは時代を指示する化石

はみいだされていないが，岩相より中新世に属すると考えられる.

さらに，これらの上位には，於鬼頭岳・二子森・柵留山等を構成する火山噴出物が

分布する.これらの噴出物は，直接，時代をきめることはできないが，地形の侵食状

態や岩相からみて，一応鮮新世に属するものとした.

近入岩類は，斑れい岩・閃緑岩・劫岩・玄武岩・流紋岩・安山岩がみられる.これ

らのうち，斑れい岩・閃緑岩・功岩は先第三紀の火成活動によるものである.斑れい

岩・閃緑岩は図幅地域西部で，ウエンシリ層中に近入しており，周囲にホノレンフェノレ

ス化作用をもたらしている.劫岩は図幅地域東部に小岩脈として分布する.玄武岩・

流紋岩・安山岩は新第三紀の火成活動によるものであり，馬背山・似峡岳を形成する

安山岩のようにや斗大規模なものもみられるが，大部分小岩脈として分布する.

第四紀層は， 3 段の河岸段丘堆積物，現河床堆積物および崖雄堆積物に分けられ

る.

W 先第三系

この図幅地域の先第三系は，北部および東部に分布する.現在までのところ，当図

幅地域および近隣地域からも，明確な堆積の時代をしめすに足る化石はみいだされて

いないが，岩相からみて，北海道中軸帯に分布する日高累層群に属するものと思われ

る.

当地域近隣の先第三系についての層位学的研究は，従来，ほとんどなされてこなか

った.最近，本図幅の北隣り西興部図幅において，中村・紺谷・松下(1980) が岩

相，地質構造をもとに，下位よりウエンシリ層・サクルー層・札滑層・上興部層・東

興層・中興部層の 6 層に区分されることを明らかにした.本図幅では，地層の連続よ

れこの地層名を踏襲したが，このうち，下部のウエンシリ層・サクノレ{層・札滑層

のみが分布し，上部 3 層は分布しない.

これらの先第三系は，西興部図幅から当地域にかけて，名寄川にそって南北にのび



る幅数 100 mの名寄川破砕帯吋を境とし東西に 2 分される.東部ブロックは， N-S

"-'NNW-SSE 方向の走向をしめし，西部ブロックは NE-SW 方向の走向をしめす.

IV ・ 1 ウヱンシリ層 (Up ・ Uc) 中村・紺谷・松下(1 980)

ウエンシリ層は，本図幅地域の最下位層であり，東部ブロックと西部ブロックに，

それぞれ NNW-SSE ， NE-SW 方向の走向をもって分布する.

東部プロックでは，サクルー川の支流，原子川流域に，約 4km の幅をもって分布す

る.しかし南方延長部にあたる渚滑川流域では，幅が 0.5"-' 1. 5km に分布が狭まって

いる.西部ブロックでは，多度志川流域に約 4"-'5km の幅で分布するが，分布域の東

側は，名寄川に沿う南北方向の断層によって，幅数 100 mの範囲が著しい破砕をうけ

ている.この破砕帯を西興部図幅 (980) では，破砕粘板岩 (Uc) とし，源岩の詳

細が不羽なため，ウエンシリ層の一部として取りあつかっている.

また，西部ブロックの多度志川下流域，ニオイ沢流域では，深成岩類の遁入による

ホルンフェノレス化作用をこうむっており，地質構造上の特徴となっている.

第 2 図 ウエンシリ層の露頭写真(原子川中流〉

*)本図幅地域では，北縁部のニオイ沢東方に，南方延長がわずかに分布する.
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岩相は，主に硬質の黒色千枚岩からなり，しばしば，淡灰色の細粒砂岩や，灰色の

凝灰岩の薄層を介在する.これらの介在状況から，千枚岩の片理面と層理面がほぼ平

行であることが確認される.また，片理に斜交する石英脈の発達が著しい.東部プロ

ックの千枚岩は鏡下で徴細な白雲母や黒雲母の葉片状ないし繊維状結晶が片理に平行

に配列しているのが観察される.

細粒砂岩は堅硬撤密で，数個単位で繰り返す級化層理や縞状ラミナが発達する.砂

岩の主要成分は，酸~中性の火山岩片，泥質岩片，千枚岩片である.

本層は岩相が単調で上下判定が困難なため，詳細な摺曲構造を明らかにできない

が，東部ブロックの熊取沢・矢口沢では逆転層が認められることから東に倒れた背斜

構造の可能性が考えられ，層厚は約2.000mと推定される.また，西部プロ γ クで、は，

破砕帯や，深成岩類の貫入の影響によって，詳細な地質構造を明らかにすることはで

きないが，東部ブロックとほぼ同規模の層厚を有すると考えられる.

IV ・ 2 サクルー層 (Ss ・ Sd) 中村・紺谷・松下(1980)

サクルー層は，ウエンシリ層の上位に重なる地層で，東部プロックでは，ウエシシ

リ層分布域をはさんで NNW-SSE方向で 2 列に配列する.西部ブロックでは，ウエ

γシリ層分布域の西側に，本図幅の北西端部をしめて分布し. NE-SW方向の走向を

しめす.本層中には背斜・向斜構造の繰り返しが想定されるが，その詳細は明らかに

することができなかった.

下位のウエソシリ層とは，一般に断層で接しているが，東部プロッグの渚滑川流域

では，一部整合的に漸移していると推定される.しかし，露出が悪いため，充分明ら

かにすることは困難である.

本層は，岩相から下部の粘板岩部層 (Ss) と上部の輝縁岩質凝灰岩部層 (Sd) に

2 分される.

下部の粘板岩部層は，黒~暗灰色粘板岩を主体とし，砂岩を介在する.図幅地域南

東部のオサツナイ川流域では砂岩の介在が多い.粘板岩の塊状部分もみられるが，砂

質の部分では 5 -10em単位に成層する級化互層にかわり，層状ないしだ円体形の石灰

質コンクリーショ γを介在するようになる.ウエンシリ層との境界断層付近では，一

部千枚岩質となり剥離性が著しい.節理や小断層の発達する部分では，石英脈よりも

方解石脈の発達が顕著である.本層は風化が進むと，数回~数mm角の小片に砕けや
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すくなり，さらに黄褐色の風化殻へと漸移する.

上部の輝緑岩質凝灰岩部層は，緑色ないし赤紫色の凝灰岩と暗灰色珪質粘板岩，黒

色粘板岩の縞状互層よりなる.この部層の中央部では，凝灰岩が塊状または， レンズ

状に産する.珪質粘板岩中には，ラジオラリアが散点する.

本層の層厚は約 2 ， 500 m と推定される.

IV ・ 3 机滑層 (Sa) 中村・紺谷・松下(1980)

札滑層は，本図幅の北隣り西興部図幅地域に広く分布する地層であって，本図幅内

では北東端部および柵留山西方にわずかに分布する.また，図幅地域南部のオサツナ

イ川上流域にわずかに分布するものは，露出が充分で、はなく，詳細は明らかではない

が，周辺の地層分布よれ本層として取りあつかった.いずれも東部ブロックの東西

両端に相当する.

走向はNNW-SSE方向をしめし，下位のサクルー層から漸移する.

岩相は，主に灰色~淡灰色を呈する細~中粒の砂岩からなり，厚さ 30'""'50佃の板状

もしくは塊状を呈する.板状砂岩中には径数個から10価大の石灰質コンクリーション

が認められる.砂岩は，酸~中性の火山岩片や堆積岩片，千枚岩片の多い石質砂岩で

あり，ウエンシリ層の砂岩と類似する.

本層の層厚は上限が明らかでないので不明であるが，西興部図幅地域で約 1 ， 500 m

前後と推定されている.

V 先第三紀火成岩類

この地域の先第三岩火成岩類には，図幅西部でやや大きな遊入岩体をなす斑れい岩

類・閃緑岩類と，図幅東部で小岩脈をなす劫岩がある.いずれもウエシシリ層・サク

ノレ一層中に近入している.このうち，図幅西部の深成岩類については，金 0963， 19

64) の詳細な研究がある.本図幅の記載の多くは金の報告によるものである.また，

金は各岩体内を岩相により細分を行っている. しかし，本図幅では，斑れい岩・閃緑

岩として一括して取りあつかった.

V • 1 斑れい岩 (Gb)

西部プロックのウェンシリ層に近入するもので，多度志川と咲来留川分岐点付近に
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2 岩体分布する.優黒色の岩石で多くは流理構造が発達する.流理面は，一般に N

20ー---40ーE.50ー---70 0SE の走向・傾斜をしめす.

金 (963) によりトロクトライト・撤らん石斑れい岩・移化相に 3 分されている.

トロクトライトは，主として下流側の岩体にみられる.細粒と粗粒のものがあり，細

粒トロクトライトは優黒色細粒で流理は認められない.鏡下では，粒状の大型斜長石

(6.0x5.0mm) がモザイク状に組みあい，これに内包されて粒状撒らん石 (0.08 x

O.08mm) が散点している.さらに斜長石聞をごく少量の輝石類がうめており，それ

らは褐色角閃石に変るものが多い.粗粒トロクトライトは， トロクトライトの大部分

をしめている.細粒トラクトライトと異なる点は，撒らん石が粗粒 (0.4xO.4mm)

となり著しく増加していること，斜長石もこれと同程度の大きさで撒らん石をうめる

構造となっていることである.しかし鉱物組成は細粒相と異ならない.一般に撒ら

ん石はだ円形をなし，著しく蛇紋石化されている.流理構造は一般に弱い‘

第 3 図 撤らん石斑れい岩の顕徴鏡写真 (I I ニコノレ〉

撒らん石斑れい岩は，主として上流側の岩体にみられる.や L 優白質中粒の岩石

で，全体を通じてかなり均質であり，流理構造が特徴的に発達する.鏡下では，白形

性の強い長柱状斜長石が並行主列をしめし，斜長石聞を徹らん石，輝石類がうめ，全
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体として粗粒オフテック組織を構成している.野外で，流理構造からみて，下部に相

当するあたりでは，撒らん石の量が輝石類よりも多く，上部ではこの関係は逆になっ

ている.

移化相は，撒らん石斑れい岩とトロクトライトとの境界付近に認められるもので，

分布はごく限られている.構成鉱物は，撒らん石斑れい岩と同じであるが組織の点で

著しく異なっている.細粒 (0.3x0.2Smm) の岩石で，斜長石と撒らん石が等粒の

寄木状組織で組みあい，少量の輝石類が撤らん石を縁どっている.これらと組みあう

輝石類の多くはカミングトン角閃石に置換されている.

V·2 閃緑岩 (Di)

多度志川下流付近と，於鬼頭川西方山地に分布する.多度志川下流のものは， N30ー

--SOOW 方向に伸びており，前記した斑れい岩の流理構造とは斜交する.

金(1 964) により，前記した斑れい岩類が深成岩的性格が強いことに対して，交代

変成的性格の強い岩体として位置づけられ，細粒閃緑岩・中粒閃緑岩・トナーノレ岩の

漸移関係にある 3 者に分けられている.このほか，小岩脈としてノーライトがあるり.

閃緑岩は前記した斑れい岩を貫いている.

これら閃緑岩類の岩相変化の特徴は，乳白色の斜長石斑状変品を多量に生じること

により粗粒岩化されることにある.細粒閃緑岩は，閃緑岩類中で，分布が最も狭いも

のである.構成鉱物は，斜長石，淡緑褐色角閃石が主体であるが，中粒閃緑岩との境

界付近には，赤褐色黒雲母が顕著にあらわれる.斜長石は柱状と粒状のものがあり，

前者は角閃石と細粒オフテック組織をつくる.後者は，このオフテック組織中に粒状

角閃石と集合し，島状に他形粒状組織をつくる場合が多い.また，柱状斜長石と角閃

石が並行配列し，ネマトプラステック組織をつくることも多い.

中粒閃禄岩は，閃緑岩質岩の大部分を占める.不均質で黒雲母・淡縁褐色角閃石の

並行配列が顕著に認められる.このため，ときに片麻岩様になるものもみられる.鏡

下では，斜長石の並行配列が顕著で，これらの粒聞を赤褐色黒雲母，淡緑褐色角閃石

がうめるネマトプラステック組織をとる.一般に，これらの中に，細粒閃緑岩の構造

が遺留されておれともに同方向の配列をなすものが多い.赤褐色黒雲母は境開がわ

*)本図幅では，小岩脈であるため，ぬきだしていない.一般に N300W 方向に近入

する
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第 4 図 閃縁岩の顕微鏡写真(+ニコル〉

ん曲またはうねっており，この岩石の特徴となっている.

トナーノレ岩は，灰白色粗粒で，部分的に構成構物の並行配列が認められるが，一般

に弱い.中粒閃緑岩とは，多くの場合漸移するが，一部に岩脈状で明白な境界面で接

するものがみられる.このようなものでは，構成鉱物としてカリ長石が新たに加わり

花こう岩質となる.鏡下では大型粒状の斜長石および石英はわん曲面で接し，これら

の粒聞を黒雲母がうめて他形粒状組織となっている.カリ長石をもつものでは，上記

鉱物聞をうめている.

v• 3 .J.分岩 (Po)

図幅南東部で，東部ブロックのウエンシリ層・サクルー層を貫いて分布する.いず

れも幅数m程度の小岩脈を構成する.近入方向は一般にENE-WSW方向をしめす.

岩質は，淡緑灰色徹密堅硬な岩石で，一般に珪質な外観を呈する.

鏡下では，斑状組織をしめし，斑品として，曹長石化，絹雲母化，方解石化，緑泥

石化をうけた斜長石と，緑泥石・方解石に置換された有色鉱物よりなる.石基は完品

質で大部分が斜長石よりなり，その聞を，絹雲母・緑泥石・方解石・石英がうめてい

る.石基の斜長石は，わずかに曹長石・絹雲母にかわっている.
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VI 接触変成岩類 eRa)

図幅北西部の多度志川流域，名寄川源流域(ニオイ沢)に分布する.いずれも西部

ブロックのウエンシリ層を源岩とするホルンフェルスで、ある.

多度志川流域では，斑れい岩・閃緑岩の深成岩体をとりまいて分布する.紫黒色~

暗灰色の片状岩石で、黒雲母ホルンフェルス・董青石ホルンフェルスよりなる.片理面

は， NE-SW , 50 o""70oNWの走向・傾斜をしめす.董青石ホノレンアェノレスは，関緑

岩体の北縁に沿いN400W方向に帯状に分布する(金， 1963).

黒雲母ホルンフェルスは，石英・斜長石よりなる源岩の砂粒をのこしその聞を細

かな石英と黒雲母・白雲母がうめて生成されている.一部には，これらにザ、クロ石を

伴うものがみられる.

董青色ホルンフェルスは，源岩の組織をのこさず，石英・黒雲母・革青石・ザクロ

石・白雲母により再結晶化されている.

名寄川源流域のものは，源岩の構造をかなり残しており，ホノレンフェルス化の弱い

ものであり，肉眼では千枚岩質粘板岩と区別しにくいものが多い.一般に N 30ー E ,

60 0NWの片理面をしめす.源岩の砂粒聞を細粒の石英と黒雲母がうめている.この

付近には深成岩体は，直接地表に露出していない.

VII 新第三系

この図幅地域の新第三系は，中央部より南西部にかけて分布し，先第三系とは，一

部不整合関係で接するが，大部分断層関係にある.中新統は，下位よりモセカルシュ

ナイ川層・渚滑岳溶結凝灰岩・似峡層・安山岩溶岩よりなる.似峡層は非火山性砕屑

岩で特徴づけられ，他は火山砕屑岩，火山噴出物を主体としている.これらの上位

に，鮮新世の火山活動によるとみられる火山噴出物が，於鬼頭岳・二子森・柵留山に

分布する.

図幅地域周辺の中新世の堆積盆は，本図幅地域から隣接する奥士別図幅・愛別図幅

・上川図幅の範囲に広がっており， NE-SW方向にのび、た長方形(約27x15km) の分

布をしめす(第 5 図).本図幅地域は，この堆積盈の:北東部分に相当する.この堆積

盆は，先第三系にとり固まれた分布形態をしめしており，陥没盆地の性格を有する独
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第 5 図 図幅周辺地域の新第三系地質概略図

1.第四系 2. 鮮新世火山岩類 3. 流紋岩溶岩 4. 安山岩溶岩

5. 似峡層相当層 6. 渚滑岳溶結凝灰岩 7. モセカルシユナイ川層

8. 奥士別層. 3-----8. 中新世 9. 先第三系 A. 朝日町 K. 上川町
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立した堆積盆と考えられる.

第 2 表に，この堆積盆における新第三系の対比をしめした.この対比は，各図幅聞

の地層の連続性，岩相の対比に基づいてなされたものであり，今後の再検討が望まれ

る.

第 2 表 図幅周辺地域の新第三系対比表

奥士別図幅

(酒匂· 1952)

愛別図幅

(藤原・庄谷 .1964)

上川図幅

(藤原・金ほか， 1970)

渚滑岳図幅

鮮新世 火山岩類 鮮新世 火山岩類 鮮新世火山岩類 鮮新世 火山岩類

山越 iR 石英粗 商岩 円πm 円 n" II H川川川 門nrn 門 内川川川川 rrn1
丸山石 英粗面岩 流紋岩

m川m川 可nn川 IT 安合山角岩閃質プ石ロ両ピ輝ライ石 ト 安山 岩溶岩

水銀 山溶岩 角閃プ石ロ安ピ山ラ岩イ質 ト

プロピラ イト溶岩 両輝プ石ロ安ピ山ラ岩イ質 ト

似峡 層 徳 星層 lIE
険

似峡 層

¥¥¥ 石プ英ロ安ピ山ラ岩イ質ト 【渚ーーN滑一m岳{一容ー，結??一・凝~一灰vー一-岩一-ー

IIfr・E・rJl rllrJl・E・ - ¥¥¥ モセカルンュナイ川層

輿士 別層 回ウエン十イ川層 間 同
先第 三系 先第 三系 先第三系 先第 三系

※上川図幅のウエンナイ川層の一部はこの層準に相当すると考えられる。

第 2 表に基づき，この堆積盆における中新統の層序を岩質の特徴から区分すると，

最下部の非火山性砕屑岩相，下部の安山岩~石英安山岩質火山砕屑岩相，中部の非火

山性砕屑岩相，上部の安山岩~流紋岩質火山噴出物相に4 分される.火山活動の中心

は，北東から南西に移動している.本図幅では，下部の火山砕屑岩相，中部の非火山

性砕屑岩相が広く発達し，最下部の非火山性砕屑岩相は全く分布せず，上部の火山噴

出物相は，ごくわずか分布しているにすぎない.

VII ・ 1 毛セカルシュナイ川層

モセカルシュナイ川層は，図幅地域東部のモセカルシュナイ)11から熊出川にかけて

分布している.先第三紀層との関係は，観察される限りでは断層関係にある.

岩相は，安山岩質火山砕屑岩・変質安山岩溶岩など，安山岩質火山噴出物に特徴づ

けられる.そセカルシュナイ川流域ではNE-SWの走向， 15°""'30oNWの傾斜をしめ
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すが，熊出川流域では明確な層理をしめさない.

本層は，岩相より凝灰角陳岩相・変質安山岩相に 2 分されるが分布より両者は指交

関係にあるとみられる.

下位とは断層関係にあるため，明確な層厚は算定しがたいが，おおよそ 300m+ と

見積られる.

本層からは化石は産出せず.明確な時代は決定しえないが，緑泥石・絹雲母・炭酸

塩化などが進行しており，いわゆるグリン・タフ岩相を呈することより中新世の地層

と考えられる.

凝灰角喋岩相 (Mt)

一般に，緑色~灰続色塊状の凝灰角礁岩・火山礁角様岩より構成されている.含ま

れる礁は径 S.......l cm大であり，圧到的多数が緑色~紫緑色の変質安山岩である. しか

し粘板岩・砂岩の基盤岩礁が少なからず含まれる.変質安山岩礁は.後にのベる変

質安山岩相と同質のものである.基質は，変質安山岩を主体とし基盤岩よりなる小岩

片，炭酸塩化した斜長石片，緑泥石化した有色鉱物片など，石質岩片・結晶片を含む

凝灰岩よりなる.

モセカルシュナイ川中流で， N20ー"-"""S0ーE. 15°..-......30 oNW の走向，傾斜をしめす.

第 6 図 変質安山岩の顕微鏡写真(+ニコル〉
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変質安山岩相 (Ma)

緑色~紫色塊状のプロピライト化作用の著しい溶岩であり，節理系の発達は良好で

はない.

鏡下では，斑晶の斜長石はほとんど曹長石化されており，これに緑泥石・絹雲母・

方解石化が伴われる.また，有色鉱物は緑泥石・方解石に置換されており，初生のも

のは全く残存しない.石基はハイアロピリテック組織を残すが，斜長石以外は緑色粘

土鉱物・炭酸塩鉱物に置換されている.以上のように，本溶岩はプロピライト化作用

の著しいものであるが，石基の組織より安山岩質溶岩とみられる.

VIIｷ2 渚滑岳溶結凝灰岩

渚滑岳溶結凝灰岩は，図幅地域中央部の稜線を中心として広域に分布する.堅硬な

岩石であり，板状および柱状節理が顕著に発達する.一見火成岩様の外観を呈してい

るため，上川図幅では石英安山岩質プロピライトとして取りあっかわれてきた.しか

し本図幅では，本質レンズ(軽石)は必ずしも多量に認められないが，後にのベる

理由により，溶結凝灰岩として取りあつかった.

本溶結凝灰岩の分布の北方末端部に相当する原子川流域では，石英を斑状に含む凝

灰角陳岩が分布する.この岩相と上記の溶結凝灰岩相は，大きくみて互層状の分布を

しめし，整合関係で接する. したがって，凝灰角疎岩相と溶結凝灰岩相は同時期の生

成と考えられる.このため，本層を溶結凝灰岩相と凝灰角疎岩相に分けてしめした.

下位のモセカルシュナイJl I層との関係は，観察される限りでは構造的ギャップは認

められない.しかしそセカルシュナイ川層の分布が局限されているため充分明らか

にしえなかった.

本凝灰岩の層厚は，地質構造が充分明らかでないため，明確に算定しがたい.しか

し，モセカノレシュナイ川流域では，少なくとも 600 m以上見積ることができる.

本凝灰岩より時代を暗示する資料は得られていないが，岩相より中新世に属すると

みてよいと思われる.

溶結凝灰岩相 (Sw)

図幅中央部，サクルー川・モセカルシュナイ川・似峡川などの上流域にわたり広域

に分布する.なだらかな起伏をもっ丘陵状の山地を形成している.

緑色~緑灰色，ときには茶色を呈し板状および柱状節理の発達した堅硬な岩石で、
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第 7 図 渚滑岳溶結凝灰岩の露頭写真(モセカノレシュナイ川中流〉

ある.肉眼的には，石英・斜長石・有色鉱物を斑状に含む石英安山岩質溶岩様の岩相

をしめすが，径 6"-'7mm. 時に l 四を越える粘板岩・砂岩などの基盤岩や変質安山

岩の異質岩片が少なからず含まれる.

鏡下では，結晶片〉石質岩片が，基質部に比べ圧到的に多い結品質凝灰岩であっ

て，基質部は，本質レンズ(軽石〉が少なく，ガラス片の集合体よりなる.しかし，

なかには典型的な溶結構造，アキシオライト組織をしめすものが存在する.このよう

なことから，本岩は明らかに溶結凝灰岩である.

結晶片は，斜長石>石英>普通輝石>シソ輝石まれに角閃石・黒雲母よりなり，石

英は大部分が融蝕形をしめす.石質岩片は，粘板岩・砂岩まれにホルンフェルスなど

の基盤岩礁，および変質安山岩の異質岩片よりなるが，大部分は粘板岩である.

本凝灰岩は，少なからず緑色化されているが，その状態は，分布全体を通じて必ず

しも一様ではない.一般に，斜長石片は周辺や割れ目から曹長石・絹雲母・方解石ま

れに緑れん石化され，有色鉱物片は，緑泥石・方解石に置換されるものが多いが，比

較的普通輝石が残存している.

なお，北見沢川・サグル一川流域では，本凝灰岩中に濁フツ石の細脈・網状脈が著

しく形成されている.
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第 8 図 溶結凝灰岩の顕徴鏡写真c//ニコル〉

凝灰角礎岩相 CSt)

図幅地域北東部の原子川上流域に分布する.

淡緑色ないし緑灰色塊状の岩石で，径 1-- 3 佃の粘板岩・砂岩の基盤岩，変質安山

岩・流紋岩などの異質礁が含まれるが，その大部分は粘板岩である.なかには，径50

--60個に及ぶものもみられる.溶結凝灰岩に比べ軟質であり，節理系は発達せず，含

まれる異質礁は礁径も大きく，量も多い.角疎開をうめている基質は石英を斑状に含

む凝灰岩よりなる.含まれる結晶片・石質岩片は溶結凝灰岩と大差はないが，石質岩

片が結晶片に比べ多量に含まれる.

VII ・ 3 似峡層酒匂(1952)

似峡層は.北は原子川上流・藻瀬狩JII. 咲来留川流域から，南の似峡川・於鬼頭川

流域にわたり広域に分布する.岩相および地層の連続よれ奥士別図幅の似峡層に対

比されるものであり，本図幅でもこの地層名を踏襲した.暗灰色~暗緑灰色角疎岩に

特徴づけられる.しかし，藻瀬狩山西方では，変質安山岩溶岩・凝灰角礁岩・砂質凝

灰岩よりなる安山岩質火山噴出物に特徴づけられる地層が局部的に分布する.ζの地

層と上位にのる疎岩とは整合関係にある.分布が局限されるため，正確な位置付けは
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今後にのこし，本図幅では似峡層下部の異相として取りあつかった.このため，本層

を変質安山岩・凝灰角礁岩相，礁岩相に 2 分した.

似峡層からは，時代を特定する化石資料がみいだされていないため，正確な時代を

決定することは困難であるが， m端統以降に対比されるものとみられている〈酒匂，

1952).

下位の渚滑岳溶結凝灰岩とは，分布状態から不整合関係にあるとみられるが，地質

構造上の差はあまり大きくない.

変質安山岩・凝灰角醸岩相 (Na)

図幅中央部の熊の沢川・藻瀬狩川上流に局部的に分布する.変質安山岩溶岩・同質

凝灰角疎岩・砂質凝灰岩から構成されている.

変質安山岩溶岩は，暗緑色~紫灰色を呈する塊状溶岩であり，外観・岩質もモセカ

ノレシュナイ川層の変質安山岩に類似している.道道士別ー滝の上線の切り割では，自

破砕溶岩状の外観を呈し破砕部に著しいフッ石鉱物が形成されている.大部分は、渇

フッ石の網状脈であるが，一部に束フッ石が伴われる.

砂質凝灰岩は，藻瀬狩川上流で溶岩・凝灰角礁岩とともに分布している. N50o E ,

10o-200NEの走向・傾斜をしめしている.

本岩相は，モセカノレシュナイ川層と一見類似しているが，渚滑岳溶結凝灰岩の上位

にくるため，層位的には明らかに異なるものである.また，本岩相の上位には，前述

した道道の切り割りにおいて，整合的に砂岩・疎岩がのる.この砂岩・疎岩は似峡層

を特徴づけるものである.この関係より本岩相を似峡層下部における異相として取り

あつかった.なお，南隣りの上川図幅において，似峡層相当層に緑色凝灰角礁岩・緑

色凝灰岩が伴われることが報告されており，本岩相の位置付けについては，より広域

に検討される必要があろう.

本岩相の層厚は 150m± と算定される.

喋岩相 (Nc)

本岩相は，似峡層の大部分を構成するもので，非火山性砕屑岩に特徴づけられる.

大部分がややノレーズな暗灰色・暗緑灰色穣岩よりなるが，粗粒砂岩・シノレト岩の薄層

を伴う.一部では，安山岩質火山疎凝灰岩が伴われる.一般に層理の発達は良好でな

し、.

- 20 ー



礁岩は，径 2......3 佃から20佃の角礁・亜角疎および亜円礁よりなり，円礁はほとん

どみられない.淘汰が悪く級化層理はみられないが.西方の基盤岩分布地域に近づく

程，最大径が大きくなる傾向があり，なかには径 1m程度のものが存在する.

疎種は，粘板岩・砂岩・珪質岩・花こう岩類・斑れい岩類・輝緑岩・ホルンフェノレ

ス・石灰岩などの基盤岩礁が圧到的に多いが，変質安山岩・流紋岩などの火山礁も含

まれ，なかでも流紋岩が比較的多く含まれるのが特徴である.下位の渚滑岳溶結凝灰

岩の礁はほとんど含まれない.また，地域により含まれる疎種に差違がある.分布域

東方の藻瀬狩山付近の山陵では，圧到的に粘板岩・砂岩よりなり，分布域西方の藻瀬

狩川中流・似峡川・於鬼頭川流域では，花こう岩類・輝緑岩・流紋岩が顕著に含まれ

る.基質は，上記した陳種の小岩片，斜長石・石英の鉱物片よりなり，それらを暗灰

色のや斗凝灰質な物質がセメントしている.

礁岩中に挟まれる粗粒砂岩・シノレト岩は，一般に厚さ 10......40c血の薄層であるが，ま

れにそれ以上のものがみられる.部分によっては不規則レンズ状を呈する.また，図

幅地域南西部の山女魚川源流部・ポンオケト川では，厚さ 2......3mの暗灰色安山岩質

火山礁凝灰岩が挟まれるが側方への追跡は困難である.これらの砂岩・シノレト岩の挟

みは，南西部の似峡川・於鬼頭川流域に比較的発達し，北部の藻瀬狩川流域ではほと

んど発達しない.

以上のように，本岩相は，構成疎種の種類，粗粒砂岩・シルト岩の薄層の発達の程

度など地域により若干の差違が認められるが，鍵層となる地層が存在しないこと，挟

まれる薄層が追跡しえないため，本図幅では，本岩相の比較的広い分布にもかかわら

ず一括して取りあつかった.

本岩相は，走向にいくらか変化がみられるが，全体として西方に 20° 以下の緩い傾

斜をしめし，著しい摺曲は認められない.鍵層が存在しないため，明確な地質構造は

明らかでなく，層厚は算定しがたいが，南半部では 800 m十と推定される.

今回，本岩相から化石は採集しえなかったが，大平(1929) により，似峡川中流に

おいて ， Diplodon胞の殻および Ostrea の遺骸が報告されている.

VII ・ 4 安山岩溶岩 (Ad)

この溶岩は，上川図幅で含角閃石シソ輝石普通輝石安山岩質プロピライトとして取

りあっかわれたものに連なるものである.本図幅地域では，馬背山東方・於鬼頭岳南
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方にごくわずか分布しているにすぎない.

暗緑色~緑灰色の綾密・堅硬な岩石であり，鏡下では，斑晶として斜長石，輝石，

少量の石英および角閃石がみられる.斜長石の曹長石化は一般に弱く，割れ目や周辺

だけに限られる.有色鉱物は，ほとんどが割れ目や周辺部から緑泥石に置換されてい

る.石基は隠徴品質である.

VII ・ 5 於鬼頭岳火山噴出物 COy)

図幅南西部の於鬼頭岳 C1176.2m) を中心に分布する.於鬼頭川の西方山地に分布

するものも，地域的にやや離れているが岩相上同ーとして取りあつかった.

南隣りの上川図幅の範囲では火山角疎岩を主体としているが，本図幅地域では，暗

灰色斑晶のめだっシソ輝石普通輝石安山岩溶岩よりなる.一般に流理構造をしめすも

のが多い.

鏡下では，斑晶として斜長石・普通輝石・シソ輝石が存在し石基はハイアロピリ

テッグ組織を有している.部分によって有色鉱物が，わずかにサボーナイト様鉱物に

置換されている以外，ほとんど変質は行われていない.

VII ・ 6 ニ子森火山噴出物 CFv)

図幅北西部の二子森 C700.3m) を中心に分布する.

シソ輝石普通輝石安山岩溶岩・同質火山角疎岩よりなる.露出にとぼしく，分布は

転石によっておさえられるにすぎない.このため，溶岩と角穣岩相互の状態は明らか

ではないが，火山角礁岩は概して下部に発達する.多度志川中流では，基盤岩類の異

質岩片を含む凝灰角疎岩が伴われる.溶岩はガラス質で，比較的流理構造が発達して

し、る.

鏡下では，斑品として，斜長石・普通輝石・シソ輝石が認められ，輝石類の周辺や

努聞に沿いサポーナイト様鉱物が形成されている以外，ほとんど変質は行われていな

い.石基はガラス質である.

VII ・ 7 柵留山火山噴出物 (Sv)

図幅北部の柵留山 C8S2.3m) を中心とする東西方向の尾根に分布する.

黒色轍密な角閃石シソ輝石普通輝石安山岩溶岩である.

鏡下では，斑晶として，斜長石・普通輝石・シソ輝石・緑色角閃石が認められ，石
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基はハイアロピリテック組織をしめす.斜長石・有色鉱物が虫くい状にサボ{ナイト

様鉱物にわずかに置換されているのみで，ほとんど変質は行われていない.

'lII 新第三紀岩脈類

新第三紀岩脈類には，玄武岩・流紋岩・安山岩がある.大部分は幅 10m 以内の小岩

脈であるが，なかには，似峡岳 (744.9m) ，馬背山 0197.9m) などを形成する，や

ふ規模の大きな遁入岩も存在する.

VIII ・ 1 玄武岩 (Ba)

図幅東部の，渚滑川・モセカルシュナイ川・パツタノ沢川流域に分布する.一般に

ENE-WSW 方向の小岩脈を形成する.

黒色~黒緑色轍密な岩石で，一部のものは空隙に方解石が形成されている.

鏡下では，柱状の斜長石間を細粒の普通輝石や不透明鉱物がうめており，インタ{

サータルあるいはインターグラニュラー組織をしめす.輝石の多くは緑泥石化されて

いる.渚滑川のものは，緑泥石・方解石・絹雲母化が著るしく，有色鉱物は残存しな

し、.

VIII;2 流紋岩 (Ry)

似峡川・於鬼頭川流域に幅数m '"20m の小岩脈として分布する.道入方向は NE­

SW 方向をしめすものが多い.岩体によっては柱状節理が発達する.

暗緑灰色~紫灰色の石英斑晶のめだっ岩石で流理構造は認められない.馬背川の岩

体は，斑晶として黒雲母が含まれる.

鏡下では，斑品として，融蝕形石英・斜長石からなり，石基はガラス質であり，し

ばしばマイクロリテック組織をしめす.

VIII ・ 3 安山岩 (An)

新第三紀層分布域，特に似峡層分布域に，幅 5 ---20m 程度の小岩脈として発達す

る.しかし似峡岳・馬背山などやや規模の大きな近入岩体も存在する，近入方向

は， NE-SW 方向をしめすものが多い.大部分は明瞭な柱状節理が発達する.

おもに，シソ輝石普通輝石安山岩であるが，なかには含石英シソ輝石普通輝石安山
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岩，角閃石シソ輝石普通輝石安山岩も存在する.また，ほとんど変質のみられないも

のから，有色鉱物が方解石・サボーナイト様鉱物に交代されて.ほとんど残らないも

のまで種々みられる.

K 第四系

この地域の第四系は， 3 段の河岸段丘堆積物，崖錐堆積物および各河川沿いに形成

されている現河床堆積物である.このうち，現河床堆積物 (A!) については説明を

省略する.

IX ・ 1 段丘堆積物 (T1 ， T2 , Ts)

渚滑川水系では，比高， 30"-'40m, 20"-'30m , 10m前後の 3 段の段丘堆積物があ

る.比高の高いものから第 1 段丘堆積物 (T1)，第 2 段丘堆積物 (T2)，第 3 段丘堆

積物 eTa)，とした.最上位の第 1 段丘としたものは，茂瀬付近に発達するもので，

比高の低い他の 2 段の面が明瞭な平坦面を形成するのに対して，や L解析された起伏

をもっ平坦面を形成している.ここでは，段丘堆積物は直接確認していなし、が付近に

円礁が点在することより段丘堆積物が存在している可能性が大きい. したがって，・本

図幅では，他の 2 段の段丘堆積物に比べて形成時代の古い段丘堆積物として取りあっ

かった.

一方，天塩川水系では，比高30"-'40m ， 10m前後の 2 段の段丘堆積物 (Tl， Ts)

が発達する。渚滑川水系でみられる比高 20"-'30m のものは分布しない.上位のもの

は，やふ解析された平坦面を形成する.似峡川中流の凹地に分布する平坦面は，解析

度・比高より，一応第 1 段丘堆積物 (T1) に対応させて取りあつかった.

いずれも厚さ数 mで，礁・砂・粘土から構成されている.

IX ・ 2 崖錐堆積物 (Ta)

図幅東部の茂瀬西方・第五区南西方・オサツナイ中流域に分布する.いずれも山麓

斜面を構成する堆積物で，背後山地の基盤堆積岩類の崩落物を材料としている.この

うち，第五区南西方のものは，地形上，第 2 段丘面に切られているため，やや古いも

のと考えられる.
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X 地質構造

x.1 先第三系の地質構造

先第三系の地質構造は，名寄川にそって南北にのびる幅数 100mの名寄川破砕帯に

よって，東西のブロックに 2 分される.この破砕帯は，本図幅地域ではj縁部のニオ

イ沢の東方にわずかに分布するのみで，その南方延長は新第三系に広くおおわれるた

め明らかではない.しかし似峡川沿いの凹地の存在などより，新第三紀層下に連続

しているものと推定される.東部ブロックは， N-S"-'NN羽T-SSEの走向をしめし，

西部ブロックはNE-SWの走向をしめす.

東部ブロックは，ほぼ NNW-SSE 方向に平行してのびる 2 本の断層により 3 分さ

れ，断層にはさまれた中央部で、は，本図幅地域最下位のウエンシリ層の分布が卓越し

ており，その両側のゾーンには，より上位のサクノレー層や札滑層が順次帯状に配列し

ており，大局的には背斜構造をなすとみられる.中央部のウエンシリ層の卓越するゾ

ーンの北方延長は北隣り西興部図幅の北端で消滅するが，南方延長は，本図幅の南東

方向に存在するNE-SW方向の上支湧別構造線に断たれるまで直線的に連続している

ものと推定される.この間の総延長は 140 kmに達し北部日高帯の中心部をしめる構

造隆起帯を形成している.しかし，本図幅内では，西興部図幅でみられる顕著な地塁

構造は地形的に現われておらず，隆起量は西興部地域に比べさほど多くないものとみ

られる.

西部ブロックは，全体としてNE-SWの走向，北西落ちの単斜構造をなしており，

東部ブロックと著しく斜交する構造をしめす.このブロックは，西に隣接する奥士別

図幅・下川図幅地域の下川輝緑岩体まで連続する地質構造単元を構成している.この

単元は，斑れい岩類・閃緑岩類などの深成岩類送入帯・ホルンフェノレス化帯として特

徴づけられている.

Xｷ2 新第三系の地質構造

新第三系の堆積盆は，本図幅地域から隣接する奥士別図幅・愛別図幅・上川図幅の

範囲に発達している.先第三系分布域中に形成された陥没盆地の性格を有する独立し

た堆積盆を構成している.本図幅地域は，この堆積盆の北東部方に相当している.

本図幅地域の新第三系は，先にのべた東部ブロック・西部プロックそれぞれのウエ
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ンシリ層分布域聞に割って入るような形態で分布する.先第三系とは， NE-SW系­

NW-SE 系・ N-S 系の断層で接しており，多角形の分布形態をとっている.この傾

向は，この堆積盆全体を通じていえるようである.

周囲をやや複雑な断層系でたち切られているけれども，新第三系そのものの地質構

造は比較的単純である.すなわち，走向にいくぶん変化がみられるけれども，傾斜は

全体として西方に落ちる同斜構造を形成している.また，傾斜も大部分が 20° 以下の

緩傾斜で，著しい摺曲とか擾乱は認められない.

~応用地質

図幅地域の地下資源としては，これまで含ニッケル磁硫鉄鉱鉱床 6 金銀鉱床が調査

採鉱されてきたが，いまだ稼行された鉱山はなく，全般に大規模な鉱床はみあたらな

し、.

XI ・ 1 奥士別鉱山吋

多度志川と咲来留川の分岐点付近に位置している.ニッケル鉱を対象とし，昭和19

年(1944) 頃，かなりの坑道掘さくを行ったが実際には鉱石を搬出するにいたらず，

終戦とともに廃山となっている.鉱床は含ニッケル磁硫鉄鉱鉱床に属し，撤らん石斑

れい岩体中に匪胎する，厚さ 3-4m，延長20-30mの単位鉱体の幾つかの集合より

なる不規則な塊状・レシズ状の形態を呈する.散点鉱を主とし，ごく少量の半塊状鉱

を伴っている.鉱石鉱物は磁硫鉄鉱を主とし，硫鉄ニッケノレ鉱・黄銅鉱を伴い 2 次鉱

物として黄鉄ニッケノレ鉱が認められる.品位・鉱量とも稼行対象とはなりえないとみ

られる.

XI ・ 2 鳳之舞鉱山

道道士別ー滝の上線の奥札久留西方に位置する.サクルーJll左岸支沢，長野川沿い

に約 2kmさかのぼった川岸に露頭がある.昭和53年 6 月C1 978)，紋別市南条高雄氏

によって発見されたもので，折からの金ブームにのって注目をあびた.

鉱床は，先第三紀のウエンシリ層に属する黒色粘板岩を母岩とする深熱水性の含金

*)地質調査所(1967) :北海道金属非金属鉱床総覧から引用
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銀石英脈で，ひじように膨縮に富み〉品位ーの変化が著しく，たまたま，肉眼的に自然

金が認められる.この特徴は，この北方約 6kmにある滝の上金山と同型である.露頭

では， NSOー'"'-'6SoW, 60°'"'-'70 oNE の走向・傾斜をしめし，脈幅は 4 '"'-'20個程度であ

る.走向および傾斜延長については明らかではない.肉眼金の散点している部分の平

均品位は， AU3S.SU/t , AUS9U/tである.

現在，水平坑道による探鉱が行われている.
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EXPLANATORYTEXT

OFTHE

GEOLOGICALMAPOFJAPAN
Scale1:50,000

SHOKOTSUDAKE

(ABASHIRI-21)

BY
TakeoMATSUNAMIandYoshihiroKONTANI

(Abstract)

ThemappedareaissituatedinthenortheasternpartofHokkaido

andlocatedbetweenlatitude44ー00'-44ー10'Nandlongitude142ー45'

-143ー00'E.

A gentlemount ョin rangerunningacrossthecenterofthearea

fromnorthtosouthformsthewatershedbetweentheJapanSea

sideandtheOkhotskSeaside.

Geology

ThemappedareaisgeologicallycomposedofPre-Tertiarysedｭ

imentaryandplutonicrocks, NeogeneTertiaryvolcanicandsedｭ

imentaryrocks, andQuaternarydeposits.

Stratigraphyintheareaiss.J.ownintheTable1.

Pre-Tertiary

NorthernandeasternpartoftheareaisoccupiedbyPre-Terｭ

tiarysedimentswhichartcomposedofpeliticrocks, sandstones,

withafewintercalationofdiabasetuffs.ThesesedimentsareIiｭ

thological1ydividedintotheUenshiri, theSakuru, theSakkotsu

formationsinascendingorder.Althoughthefieldevidencedoes
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nothelptodetermine..thepreciseageoftheformationsbecause

theyarealmostbarrenoffossils ,theseformationsmaycorrespond
totheHidakaSupergrouptypicallydistributedinthesouthernpart

oftheaxialzoneofHokkaido, rangingfromTriassictoJurassic

Inage.

Smallmassesofgabbroanddioriteareexposedinthewestern

partofthearea.Theseintrutionshavecontactmetamorphiceffects

onthesurroundingrocks.

NeogeneTer ・t: iary

CentralpartofthemappedareaisoccupiedbyNeogeneTertiary

volcanicandsedimentaryrocks.

TheMiocenedepositsaredividedintotheMosekarushunaigawa

Formation, theShokotsudakeWeldedTuff, theNisamaFormation

inascendingorder.TheMosekarushunaigawaFormationconsists

ofandesiticvolcanicandpyroclasticrocks.TheShokotsudakeWeldｭ

edTuffisformedofdaciticpyroclasticrockswithfragments

ofbasementrocks.TheNisamaFormationischaracterizedbyweakｭ

lystratifiedclasticrocks, butthelowestfaciesofthisformation

ispartlycomposedofandesiticpyroclasticrocks.

TheShokotsudakeWeldedTuffandtheNisamaFormationare

locallyoverlainbyandesitelavaswhichareregardedastheuppｭ

ermostMioceneintllisdistrict.

TheOkitodake, theFutagomori, theSatsukuruyamaandesiticefｭ

fusiverocksarelocallydistributed.Althoughagedetermination

hasnotbeenmadeasyet, theseeffusiverocksareconsideredto

betheproductsofPliocenevolcanicactivity.

B3salt, rhyoliteandandesitearefoundassmalldikesscattered

inthearea.ThesedikesareformedbyigneousactivityfromMi ・

ocenetoPliocenetime.

Quaternary

TheQuaternarydepositsarecomposedofriver terraces, talus
depositsandriverdeposits, allofwhicharefoundalongrelatively
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largerivers.

EconomicGωlogy

Asformineralresources , afewgoldbearingqurtzveinsare

foundintheUenshiriFormation.Althoughnickeliferouspyrrhotite

oredepositsareknowninthegabbromasses,theseareconsidered

tobeofnoeconomicalvalue.

Table1

Quaternary

{RiverDeposits
Holocene l

¥TalusDeposits

(3rdTerraceDeposits

Pleistocene(2ndTerraceDeposits

¥1stTerraceDeposits

(SatsukuruyamaVolcanics

Pliocene <FutagomoriVolcanics

(OkitodakeVolcanics

Andesitelava

Miocene

Iconglomeratefacies

NisamaFormation<alteredandesiteand

¥ tuffbrecciafacies

Shokotsudake {tuffbrecciafacies

WeldedTuffIweldedtufffacies

Mosekarushunai-falteredandesitefacies

gawaFormationltuffbrecciafacies
SakkotsuFormation

vd
V
且a

e

l
n

t

m
v
h

0

1
eN

Pre-Tertiary

IDiabasetuffMember
SakurfiFormation(
一-- lSlateMember

(CrushedslateMember
UenshiriFormationく

lPhylliticslateMember
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